




















事業の実施状況

提案内容 提案内容詳細 実施時期 実施回数

1
外部評価の導入につ
いて

・ 公認会計士による法定監査を実施している。
・ 第三者評価制度により外部評価を受け、 サービスの質の向上を
図る。

通年 ―
・ 公認会計士による法定監査を実施している。
・ 第三者評価制度により外部評価を受け、 サービスの質の向上を図る。

令和５年度実施 1回

2 緊急時の対応

入所者の急変、 サービスの提供により事故が発生した場合には、
応急措置、 医療機関への搬送等の措置を講じ、速やかに市町村及
び入所者の家族等に連絡するとともに、 再発防止対策に努めその
対応について協議する。入所者に対するサービス提供により賠償す
べき事故が発生した場合には、 損害賠償を速やかに行う。

常時 ―

・ 入所者の急変、 サービスの提供により事故が発生した場合には、 応急措
置、 医療機関への搬送等の措置を講じ、速やかに市町村及び入所者の家
族等に連絡するとともに、 再発防止対策に努めその対応について協議する。
入所者に対するサービス提供により賠償すべき事故が発生した場合には、
損害賠償を速やかに行う。

令和５年度実施
但し、損害賠償事案なし

適宜

3 相談・援助

・ 施設は、 常に入所者の心身の状況、 その置かれている環境等の
的確な把握に努め、 利用者又は家族に対し、 その相談に適切に応
じるとともに、 必要な助言その他の援助を行う。
・ 養護老人ホームでの生活、介護サービスの提供にあたり、本人の
状況を把握し、 個別的なニーズや課題の解決に努力する。
・ 生活支援、 買い物、 買い物代行、 金銭管理、 外出支援、通院介
助、 レクリエーション、 事故対応、 苦情受付、 家族支援等を行う。

常時 ―

・ 施設は、 常に入所者の心身の状況、 その置かれている環境等の的確な
把握に努め、 利用者又は家族に対し、 その相談に適切に応じるとともに、
必要な助言その他の援助を行う。
・ 養護老人ホームでの生活、介護サービスの提供にあたり、本人の状況を把
握し、 個別的なニーズや課題の解決に努力する。
・ 生活支援、 買い物、 買い物代行、 金銭管理、 外出支援、通院介助、 レク
リエーション、 事故対応、 苦情受付、 家族支援等を行う。

令和５年度実施 常時

4 介護

・ 入所者の自立の支援及び日常生活の充実に資するよう、入所者
の心身の状況に応じて、適切な技術をもって行う。
・ 施設は、 １ 週間に２ 回以上、 適切な方法により、 入所者を入
浴、 又は清拭を支援する。
・ 施設は、 入所者に対し、 その心身の状況に応じて、 適切な方法
により、 必要な援助、 助言を行う。
・ 施設は、 入所者に対し、 離床、 着替え、 整容等の自立支援を適
切に行う。

常時 ―

・ 入所者の自立の支援及び日常生活の充実に資するよう、入所者の心身の
状況に応じて、適切な技術をもって行う。
・ 施設は、 １ 週間に２ 回以上、 適切な方法により、 入所者を入浴、 又は清
拭を支援する。
・ 施設は、 入所者に対し、 その心身の状況に応じて、 適切な方法により、
必要な援助、 助言を行う。
・ 施設は、 入所者に対し、 離床、 着替え、 整容等の自立支援を適切に行
う。

令和５年度実施 常時

5 食事・栄養
・ 入所者の食事は、 栄養並びに入所者の身体の状況及び嗜好を
考慮して、 適温に配慮し、 適切な時間に提供する。
・ 食事の提供は、 入所者の自立の支援に配慮して行う。

常時 ―
・ 入所者の食事は、 栄養並びに入所者の身体の状況及び嗜好を考慮して、
適温に配慮し、 適切な時間に提供する。
・ 食事の提供は、 入所者の自立の支援に配慮して行う。

令和５年度実施 常時

6 衛生管理等

・ 施設は、 入所者の使用する食器その他の設備又は飲用に供する
水について、 衛生的な管理に努め、 又は衛生上必要な措置を講ず
るとともに、 医療品及び医療用具の管理を適正に行う。
・ 施設は、 感染症の防止、 又は蔓延しないように必要な措置を行
う。

常時 ―

・ 施設は、 入所者の使用する食器その他の設備又は飲用に供する水につ
いて、 衛生的な管理に努め、 又は衛生上必要な措置を講ずるとともに、 医
療品及び医療用具の管理を適正に行う。
・ 施設は、 感染症の防止、 又は蔓延しないように必要な措置を行う。

令和５年度実施 常時

7 健康管理

・ 施設は、 入院及び治療を必要とする入所者のために、 協力病院
等を定める。
・ 日頃から健康管理に関する指導を行う。
・ 健康状態を把握し、 変化が見られる場合については適切に対応
する。
・ 正確な対応や感染症を予防することにより、 集団生活を維持す
る。

常時 ―

・ 施設は、 入院及び治療を必要とする入所者のために、 協力病院等を定め
る。
・ 日頃から健康管理に関する指導を行う。
・ 健康状態を把握し、 変化が見られる場合については適切に対応する。
・ 正確な対応や感染症を予防することにより、 集団生活を維持する。

令和５年度実施 常時

1
健康講座、
健康体操教室事業

ヨガインストラクター等が、介護予防を指導する。介護が必要になな
らないように、元気で過ごすために、生活の工夫を楽しく学ぶ。スト
レッチ、バランス運動、簡易な器具を用いた筋力トレーニング等を行
う。

― ―

（健康講座、健康体操教室事業）
ヨガインストラクター等が、 介護予防を指導する。介護が必要にならないよう
に、 元気で過ごすために、 生活の工夫を楽しく学ぶ。ストレッチ、 バランス運
動、 簡易な器具を用いた筋力トレーニング等を行う。

令和５年度実施 ２２回

2 栄養改善教室事業
独居や高齢者世帯などの方々が、低栄養や機能低下を防ぐため
に、栄養士による栄養指導や調理実習を行う。

― ―
（栄養改善教室事業）
独居や高齢者世帯などの方々が、低栄養や機能低下を防ぐために、 管理栄
養士による栄養指導や調理実習を行う。

令和５年度実施 １２回

3
ボランティア活動支援
事業

― ― ―

（ボランティア活動支援事業）
地域に存在する社会資源としての役割を理解し、 地域住民を受け入れて交
流を促進し、 施設情報も発信する。
① 見学者の受付、 説明、 案内
② 地域の特性の理解
③ 行事の案内
④ 慰問、 交流会の日程調整
⑤ ボランティアの受け入れ

令和５年度未実施 －

4 高齢者生活支援事業 ― ― ―

（高齢者生活支援事業）
・ 安心コール事業
一人暮らしの高齢者を対象に、電話連絡による安否確認や相談、福祉の情
報提供を行うことで、不安や孤独感を解消し、安心のある生活を営むことがで
きるよう支援する。
・ 地域貢献事業
近隣施設や団体等の社会資源を用い、共同で取り組む事で地域住民（ 市
民）の方々が、それぞれの目的をもって気軽に集まり、お互いに交流を深め、
生きがいと潤いのある生活ができるよう、 集いの場を提供する。

安心コール事業のみ実施 ５２回

　　　　　　【本来事業】

　　　　　　【自主事業】

ＮＯ． 実施回数年次計画内容 実施結果
提案時
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事業の実施状況

提案内容 提案内容詳細 実施時期 実施回数

1
外部評価の導入につ
いて

・ 公認会計士による法定監査を実施してい
る。
・ 第三者評価制度により外部評価を受け、
サービスの質の向上を図る。

通年 ―
・ 公認会計士による法定監査を実施している。
・ 第三者評価制度により外部評価を受け、 サービスの質の
向上を図る。

令和６年度実施 1回

2 緊急時の対応

入所者の急変、 サービスの提供により事故
が発生した場合には、 応急措置、 医療機関
への搬送等の措置を講じ、速やかに市町村
及び入所者の家族等に連絡するとともに、
再発防止対策に努めその対応について協議
する。入所者に対するサービス提供により賠
償すべき事故が発生した場合には、 損害賠
償を速やかに行う。

常時 ―

・ 入所者の急変、 サービスの提供により事故が発生した場
合には、 応急措置、 医療機関への搬送等の措置を講じ、速
やかに市町村及び入所者の家族等に連絡するとともに、 再
発防止対策に努めその対応について協議する。入所者に対
するサービス提供により賠償すべき事故が発生した場合に
は、 損害賠償を速やかに行う。

令和６年度実施
但し、損害賠償事案なし

適宜

3 相談・援助

・ 施設は、 常に入所者の心身の状況、 その
置かれている環境等の的確な把握に努め、
利用者又は家族に対し、 その相談に適切に
応じるとともに、 必要な助言その他の援助を
行う。
・ 養護老人ホームでの生活、介護サービス
の提供にあたり、本人の状況を把握し、 個
別的なニーズや課題の解決に努力する。
・ 生活支援、 買い物、 買い物代行、 金銭管
理、 外出支援、通院介助、 レクリエーショ
ン、 事故対応、 苦情受付、 家族支援等を行
う。

常時 ―

・ 施設は、 常に入所者の心身の状況、 その置かれている環
境等の的確な把握に努め、 利用者又は家族に対し、 その相
談に適切に応じるとともに、 必要な助言その他の援助を行
う。
・ 養護老人ホームでの生活、介護サービスの提供にあたり、
本人の状況を把握し、 個別的なニーズや課題の解決に努力
する。
・ 生活支援、 買い物、 買い物代行、 金銭管理、 外出支援、
通院介助、 レクリエーション、 事故対応、 苦情受付、 家族
支援等を行う。

令和６年度実施 常時

4 介護

・ 入所者の自立の支援及び日常生活の充
実に資するよう、入所者の心身の状況に応じ
て、適切な技術をもって行う。
・ 施設は、 １ 週間に２ 回以上、 適切な方法
により、 入所者を入浴、 又は清拭を支援す
る。
・ 施設は、 入所者に対し、 その心身の状況
に応じて、 適切な方法により、 必要な援助、
助言を行う。
・ 施設は、 入所者に対し、 離床、 着替え、
整容等の自立支援を適切に行う。

常時 ―

・ 入所者の自立の支援及び日常生活の充実に資するよう、
入所者の心身の状況に応じて、適切な技術をもって行う。
・ 施設は、 １ 週間に２ 回以上、 適切な方法により、 入所者
を入浴、 又は清拭を支援する。
・ 施設は、 入所者に対し、 その心身の状況に応じて、 適切
な方法により、 必要な援助、 助言を行う。
・ 施設は、 入所者に対し、 離床、 着替え、 整容等の自立支
援を適切に行う。

令和６年度実施 常時

5 食事・栄養

・ 入所者の食事は、 栄養並びに入所者の身
体の状況及び嗜好を考慮して、 適温に配慮
し、 適切な時間に提供する。
・ 食事の提供は、 入所者の自立の支援に配
慮して行う。

常時 ―
・ 入所者の食事は、 栄養並びに入所者の身体の状況及び
嗜好を考慮して、 適温に配慮し、 適切な時間に提供する。
・ 食事の提供は、 入所者の自立の支援に配慮して行う。

令和６年度実施 常時

6 衛生管理等

・ 施設は、 入所者の使用する食器その他の
設備又は飲用に供する水について、 衛生的
な管理に努め、 又は衛生上必要な措置を講
ずるとともに、 医療品及び医療用具の管理
を適正に行う。
・ 施設は、 感染症の防止、 又は蔓延しない
ように必要な措置を行う。

常時 ―

・ 施設は、 入所者の使用する食器その他の設備又は飲用
に供する水について、 衛生的な管理に努め、 又は衛生上必
要な措置を講ずるとともに、 医療品及び医療用具の管理を
適正に行う。
・ 施設は、 感染症の防止、 又は蔓延しないように必要な措
置を行う。

令和６年度実施 常時

7 健康管理

・ 施設は、 入院及び治療を必要とする入所
者のために、 協力病院等を定める。
・ 日頃から健康管理に関する指導を行う。
・ 健康状態を把握し、 変化が見られる場合
については適切に対応する。
・ 正確な対応や感染症を予防することによ
り、 集団生活を維持する。

常時 ―

・ 施設は、 入院及び治療を必要とする入所者のために、 協
力病院等を定める。
・ 日頃から健康管理に関する指導を行う。
・ 健康状態を把握し、 変化が見られる場合については適切
に対応する。
・ 正確な対応や感染症を予防することにより、 集団生活を維
持する。

令和６年度実施 常時

1
健康講座、
健康体操教室事業

ヨガインストラクター等が、介護予防を指導す
る。介護が必要になならないように、元気で
過ごすために、生活の工夫を楽しく学ぶ。ス
トレッチ、バランス運動、簡易な器具を用いた
筋力トレーニング等を行う。

― ―

（健康講座、健康体操教室事業）
ヨガインストラクター等が、 介護予防を指導する。介護が必
要にならないように、 元気で過ごすために、 生活の工夫を
楽しく学ぶ。ストレッチ、 バランス運動、 簡易な器具を用いた
筋力トレーニング等を行う。

令和６年度実施 ２０回

2 栄養改善教室事業
独居や高齢者世帯などの方々が、低栄養や
機能低下を防ぐために、栄養士による栄養
指導や調理実習を行う。

― ―
（栄養改善教室事業）
独居や高齢者世帯などの方々が、低栄養や機能低下を防ぐ
ために、 管理栄養士による栄養指導や調理実習を行う。

令和６年度実施 １０回

3
ボランティア活動支援
事業

― ― ―

（ボランティア活動支援事業）
地域に存在する社会資源としての役割を理解し、 地域住民
を受け入れて交流を促進し、 施設情報も発信する。
① 見学者の受付、 説明、 案内
② 地域の特性の理解
③ 行事の案内
④ 慰問、 交流会の日程調整
⑤ ボランティアの受け入れ

令和６年度実施 －

高齢者生活支援事業 ― ― ―

（高齢者生活支援事業）
・ 安心コール事業
一人暮らしの高齢者を対象に、電話連絡による安否確認や
相談、福祉の情報提供を行うことで、不安や孤独感を解消
し、安心のある生活を営むことができるよう支援する。
・ 地域貢献事業
近隣施設や団体等の社会資源を用い、共同で取り組む事で
地域住民（ 市民）の方々が、それぞれの目的をもって気軽に
集まり、お互いに交流を深め、生きがいと潤いのある生活が
できるよう、 集いの場を提供する。

令和６年度実施 ５２回

　　　　　　【本来事業】

　　　　　　【自主事業】

ＮＯ． 実施回数年次計画内容 実施結果
提案時


